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III
)

―

中
世
高
野
山
に
お
け
る
結
衆
と
そ
の
背
景
―

青

木

淳

中
世

の
高
野
山
に
は
、
め
ま
ぐ
る
し
い
変
動
を
見
せ
る
社
会
構
造
か

(
1

)

ら
の

「
は
み
だ
し
」
た
人
々
の
群
像
が
あ

っ
た
。
保
元
の
乱
以
降
源
平

の
争
乱
や
政
争
に
敗
れ
た
人
々
、
ま
た
都
市
を
中
心
と
し
て
不
安
定
な

世
相
に
厭
世
観
念
を
つ
の
ら
せ
た
遁
世
者
た
ち
が
相
次
い
で
こ
の
山
に

籠
り
、
し
だ
い
に
独
自
の
宗
教
的
共
同
体
を
形
成
し
て
い

っ
た
。

(
2
)

こ
の
共
同
体
に
お
け
る
結
衆
の
構
造
は
、
前
稿
ま
で
に
述
べ
た
よ
う

に
血
族
的
な
関
係
や
法
縁
的
な
関
係
に
よ
る
も
の
が
中
心
と
な

っ
て
い

る
が
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
人

々
の
信
仰
生
活
の
場
は
明
遍
や
重
源
と
い

っ
た
勧
進

ひ
じ
り
た
ち
の
組
織
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
。
共
同
体
の

構
成
員
た
ち
は
す
で
に
公
家
と
し
て
、
あ
る
い
は
新
興

の
権
力
集
団
で

あ
る
武
家
と
し
て
の
社
会
的

ス
テ
ー
タ
ス
を
得
て
い
た
も
の
が
多
く
、

(
3
)

た
と
え
ば
重
源
が
創
設
し
た
専
修
往
生
院

(新
別
所
)
の
結
衆

(蓮
社
友
)

を
み
る
と
藤
原
成
頼

(元
、
参
議
)、
平
維
盛

(平
重
盛
息
)、

斎
藤
時
頼

(滝
口
入
道

・
維
盛
の
近
臣
)、
態
谷
直
実

(鎌
倉
幕
府
御
家
人
)
ら
の
名
が

(
4
)

見
え
、
ま
た
明
遍
の
蓮
華

三
昧
院
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
は
静
遍

(
5
)

(平
頼
盛
息
)、
貞
暁

(源
頼
朝
息
)
ら
の
ほ
か

平
治
の
乱
に
敗
れ
自
刃
し

　
　
　

た
父
藤
原
通
憲

(信
西
入
道
)
の
郎
党
な
ど

が
結
衆
し
て
い
る
。
彼
ら

の
多
く
は
基
本
的
に
僧
綱
に
列
す
る
な
ど
高

野
山
の
タ
テ
な
ど
の
勧
進

の
機
構
と
直
接
的
に
関
係
を
も
つ
こ
と
は
少
な
く
、
逆
に
造
寺
や
架
橋

や
葬
送
に
関
わ
る
三
昧
僧
と
し
て
職
能
的
な
ひ
じ
り
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

を
再
び
都
市
に
展
開
す
る
役
割
を
果
た

し
た

。
「
世
事
を
離
れ
、
吏
務

に
預
ら
ざ
る
隠
遁
者
」
と
い
う

『
非
事
吏
事
歴
』
の
説
明
は
、
ま
さ
に

高
野
山
に
お
け
る
ひ
じ
り
集
団
の
す
が
た
を
象
徴
し
て
い
る
。
明
遍
の

登
場
す
る
平
安
時
代
後
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
山
内
の
経
済
活
動
の

基
盤
と
な

っ
て
い
た
寺
領
荘
園
は
し
だ
い
に
そ
の
属
性
を
失
い
、
そ
れ

に
代
わ
る
経
済
活
動
の
担
い
手
と
し
て
明
遍
や
重
源
を
中
心
と
す
る
ひ

　
　

　

じ
り
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
頭
角
を
現
す
よ
う

に
な
る
。

明
遍
集
団
は
と
く
に

「
非
事
吏
類
別
」
に

「
諸
国
の
路
次
に
　
を
晒

す
無
縁
の
霊
骨
を
給
ひ
、
是
れ
を
高
野
の
霊
地
に
納
め
、
菩
提
の
資
糧

に
擬
す
。
其
骨
を
運
び
け
る
料
に
負
口
を
造
り
て
諸
州
に
偏
歴
す
」
と
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二
二
二

見
え
る
よ
う
に

「
回
国
と
納
骨
」
と
い
う
方
法
で
そ
の
勧
進
活
動
を
展

開
し
た
。
そ
し
て
各
地
を
遊
行
す
る
ひ
じ
り
た
ち
の
往
来
は
、
高
野
山

に
政
治
的
な
も
の
か
ら
思
想
や
俗
習
的
な
部
分
に
関
わ
る
も
の
ま
で
、

さ
ま
ざ

ま
な
文
化
情
報
の
集
積
を
生
み
、
そ
う
し
た
情
報
は

『
平
家
物

語
』
や

『
一
言
放
談
』
の
よ
う
な
文
学
や
信
仰
伝
承
の
な
か
に
反
映
さ

(
8
)

れ
、
彼
ら

の
ひ
じ
り
と
し
て
の
宗
教
活
動
や
職
能
的
勧
進
僧
と
し
て
の

経
済
活
動

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

中
世
高
野
山
に
お
け
る
共
同
体
は
そ
の
宗
教
性
や
職
掌
と
い
う
部
分

で
分
化
す
る
が
、
基
本
的
に
そ
の
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
明
遍
や
重
源
は

高
野
山

に
お
け
る
地
縁
的
な
関
係
か
ら
結
衆
を
組
織
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
東
大
寺
在
住
時
代
に
関
係
を
も

っ
た
公
家
や
御
家
人
を
、
ま
た
彼

ら
の
血
縁
や
姻
戚
関
係
に
あ
る
人
物
を
庇
護
者
と
し
て
共
同
体
を
構
成

し
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
実
態
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
行
な
わ
れ
た
東
大
寺
再

興
時
の
文
化
圏
と
極
め
て
似
通

っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
と
く

に
中
世
の
高
野
山
に
お
け
る
仏
師
の
快
慶

(な
ら
び
に
そ
の
工

房
)
に
よ
る
造
像
活
動
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
す

め
る
中

(
9
)

で
よ
り
明
確
な
実
態
が
再
現
さ
れ
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
快
慶
は
運
慶
と
並
び
称
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
を
代
表
す

る
仏
師
で
、
重
源
が
再
興
大
勧
進
を
つ
と
め
た
時
期
の
東
大
寺
の
南
大

門
金
剛
力
士
像
、
同
八
幡
宮
僧
形
八
幡
神
像
、
俊
乗
堂
阿
弥
陀
如
来
立

像
な
ど

の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
快
慶
の
高
野
山
に
お
け
る
足
跡
を

在
銘
像
か
ら
み
て
い
く
と
正
治

二
年

(
一
二
〇
〇
)
後
鳥
羽
上

皇

の
御

願
で
建
立
さ
れ
た
孔
雀
堂
の
孔
雀
明
王
像
、

ほ
ぼ
同
時
期
に
造
立
さ
れ

た
と
目
さ
れ
る
重
源
の
新
別
所
経
蔵
旧
蔵
と
伝
え
る
四
天
王
立
像
、
幕

府
御
家
人
の
佐
々
木
高
綱
が
檀
越
と
な

っ
て
建
立
さ
れ
た
明
遍
の
蓮
華

三
昧
院
の
阿
弥
陀
如
来
立
像

(現
、
遍
照
光
院
所
蔵
)、
承
久
三
年

(
一
二

二

一
)
後
鳥
羽
上
皇
の
息
道
助
法
親
王
が
開
創
し
た
光
台
院

の
阿
弥
陀

三
尊
像
、
ま
た
快
慶
の
工
房
作
と
み
ら
れ
る
も
の
と
し
て
源
頼
朝
の
庶

子
貞
暁
が
貞
応
二
年

(
二
三二
三
)
建
立
し
た
五
坊
寂
静
院

の
阿

弥
陀

三
尊
像
、
や
は
り
貞
暁
関
係
の
作
例
と
目
さ
れ
る
奥
の
院
護
摩
堂
の
不

(
10

)

動
明
王
坐
像
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
団
や
宗
教
的
な
共
同

体
と
仏
師
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
事
例
は
歴
史
的

に
も
極
め
て
少
な
く
、
さ
ら
に
造
像
の
檀
越
と
な

っ
た
人

々
は
、
ほ
ぼ

東
大
寺
再
興
時
の
外
護
者
と
共
通
し
て
い
る
。
快
慶
に
よ
る
造
像
活
動

が
こ
う
し
た
重
源
や
明
遍
を
中
心
と
し
た
共
同
体
の
あ
い
だ
で
行
な
わ

れ
た
背
景
に
は
、
仏
師
や
三
昧
僧
の
よ
う
な
宗
教
活
動
に
お
け
る
必
要

性
と

い
う

一
面
を
も
ち
な
が
ら
、
封
建
的
社
会
秩
序

の
中
で
不
安
定
な

位
置
に
あ
る
職
能
集
団
を
包
括
的
に
統
合
し
て
い
く
役
割
を
、
明
遍
や

重
源
ら
の
ひ
じ
り
集
団
が
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

(11

)

ま
た

『法
然
上
人
行
状
絵
図
』
の
明
遍
伝

の
中
に
、
法
然
の
遺
骨
を

一
期
の
あ
い
だ
明
遍
が
頸
に
掛
け
、
そ
の
滅
後
遺
骨
は
五
坊
寂
静
院
の

貞
暁
に
伝
授
さ
れ
た
と
す
る
記
事
が
み
え

る
。
貞
暁

の
師

は

『方

丈

(
12
)

記
』
の
中
で
、
平
安
京
に
散
乱
す
る
死
体
の
額
に
阿
字
を
書
き
鎮
送
供

養
を
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
仁
和
寺
の
隆
暁
と
い
う
人
物
で
、
明
遍
、
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コ
三
二

隆
暁
、
貞
暁
の
い
ず
れ
も
が
名
門
の
出
身
者
で
あ
る

こ
と

の
深

層

に

は
、
葬

送
に
関
わ
る
三
昧
ひ
じ
り
と
い
う
職
能
的

コ
ン
プ

レ

ヅ
ク

ス

を
、
貴

種
を
頭
目
に
据
え
る
こ
と
に
よ
り
ス
テ
ー
タ
ス
に
変
容
さ
せ
て

い
こ
う
と
す
る
中
世
の
社
会
思
潮
的
な
仕
掛
け

の
一
端
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

さ
ら
に

『法
然
上
人
行
状
絵
図
』
の
記
事
は
、
明
遍
か
ら
貞

暁

へ
の
骨
聖
と
し
て
の
蓮
華
谷
聖
の
継
承
と
、
そ
の
宗
教
的
系
譜
を
法

然
の
そ
れ

に
結
び

つ
け
よ
う
と
す
る
志
向
が
あ
り
、
中
世
精
神
文
化
史

(
13
)

に
お
け
る
思
想
構
造
的
な
メ
タ
フ
ァ
ー
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き

よ

う

c

1

中
世
高
野

山
に
お
け

る
文
化

圏
の
特
色

に
つ
い
て
は
五
来
重

『
増
補
高

野
聖
』

(昭
和

五
十
年

六
月
)
が
極
め
て
幅
広

い
視
野
か

ら

総

合

的
な
論

究
を
試

み
た
名
著
と

し
て
あ

げ
ら
れ
よ
う
。
併

せ
て
小
稿

で
は
井

上
光
貞

『
日
本
浄
土
教
成
立
史

の
研
究
』

(
昭
和

三
十

一
年
九

月
)
、
伊
藤
唯
真

『浄

土
宗

の
成
立
と
展
開
』

(
昭
和

五
十

六
年
六
月
)
参
照
。

2

拙
稿

「
空
阿

弥
陀
仏
明
遍

の
研
究

(
I
)
―

特

に
仏
師
快
慶

と
の
関
係

を
め
ぐ

っ
て
―

」
(
『
印
仏
研
』

40
-
2

平
成

四
年

三
月
)
、
同

「空
阿
弥

陀

仏
明
遍

の
研
究

(
五
)
―
『
明
義
進
行
集
』

の
記
事

よ
り
み
た
信

仰

者

の
血
族

的
結
衆

の

一
考

察
―
」

(『
印
仏
研
』

41
-
2

平
成
五
年

三
月
)

3

重
源

の
蓮
社
友

に
関

す
る
基
礎
資
料
と

し
て
は

『
高
野
春
秋
』
元
暦
元

年
之
条
、

『紀
伊
続

風
土
記
』
五
等

を

整
理

し
た
井
上
氏
前
掲
書

(
P

・

305
-

P

・
406
)
参
照
。

4

建
久

五
年

(
一
一
九

四
)
頃
、
快
慶

に
よ

っ
て
造
立
さ
れ
た
京
都

・
遣

迎
院
阿
弥
陀
如
来
立
像

の
像
内
納

入
品

の
結

縁

交

名

に
は
平
経
盛
、
忠

度
、
重
盛
、
宗
盛
ら
十

八
名

の
平
家
、一
門

の
ほ

か
、
源
行
家
、
義
仲
、
義

経

ら

の
追
善
結
縁
が
確
認

さ
れ

て
お
り
、
中
世
高
野
山

に
み
ら
れ

る
人

々

の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
と
極

め
て
近

い
文
化

圏
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

(実

査
)

5

静
遍

は
前
稿

で
取

り
上
げ

た
浄
土
宗
系

の
僧

伝

『
明
義

進
行
集
』

に
も
登

場
す
る
人
物

で
、
東
大
寺

の

『
東
南
院

三
論
法
脉
』

に

よ
る
と
明
遍

の
弟
子

に
あ

た
る
。
晩
年
高
野
山
往
生
院

に
住
し

た
が
、

そ

の
結
衆

の
基
盤

は
明
遍
集
団

と
ほ
ぼ
同

一
の
も

の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

6

通
憲

は
後
白
河
法
皇

の
近
臣

で
博
識
と
権

謀

で

知
ら

れ

た
人
物

だ
が
、

平
治

の
乱

に
敗
れ
自

刃
す

る
。

そ
の
お
り
同
行

し
て
い

た
四
名

の
従
者

は
、
主
君

の
死
を
前

に
し
て
み
ず

か
ら

の
活
路
を
剃
髪

・

出
家

の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
西
光

・
西
景

・
西
清

・
西
実

と
名

の
り
後
生
安
穏

の
場
を
高
野

山

に
求
め
て
い
る

(『
平
治
物
語
』
)
。

7

和
多
昭
夫

「高
野

山
教
団

の
経
済
史
」

(『
密
教
学
研
究
』
創
刊
号

昭

和

四
年

二
月
)
参
照
。
承
久
元
年

(
三
二

一
九
)

二
月

の

「明
遍
宛

て
覚

海
書
状
」

(『
大

日
本
古
文
書
』
家
わ
け
第

一
、
高
野
山
文
書
第

二
、
宝
簡

集

四
九
)

は
旧
来

よ
り
の
吉
野

・
高
野
間

の
寺
領
争
論

の
仲
裁
を
明
遍

に

依
頼

し
た
も

の
で
、
荘
園

に
頼
ら
ず
勧
進

に
よ
る
独
自

の
経
済
活
動
を
展

開

し
た
明
遍
等

の
ひ
じ
り
集
団

の
中
立
性
を
物
語

る
。

8

柳

田
国
男

「有

王
と
俊
寛
僧
都
」

(
『
物
語
と
語
り
物
』

所
収
)
、

家
永

三
郎

「
浄
土
教

芸
術

と
し
て
の
平
家
物
語
」

(『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
』

一

六
―
十

昭
和

二
十

六
年
十
月
)
、
註

2
論
文

の
中

で
言
及
あ

り
。

9

大
阪

・
八
葉
蓮
華
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
や
奈
良

・
安
倍
文
殊
院
文
殊
菩

薩
像
な
ど
明
遍

に
関
係

の
深

い
快
慶
作
例
が
京
都

か
ら
高
野
山

へ
の
い
わ

ゆ

る
東
高
野
街
道
沿

い
に
点
在

し
て
い
る
こ
と
も
、
今
後

の
明
遍

な
ら
び

に
高
野
聖

の
文
化
圏
を
考
察
す

る
上

で
重
要
な
視
点
と

い
え
よ
う
。

10

『
紀
伊
続
風
土
記
』

に
み
え

る
寛
喜
元
年

貞
暁
が
奥

の

院

不

動
堂

に
寄
進

し
た
も

の
か
。
京
都

・
醍
醐
寺
三
宝
院
不
動
明
王
坐
像

に
通

じ
る
作

風
は
玉
眼
、
玉
歯
を
用

い
る
な
ど
快
慶
工
房

の
特
色
を
見

せ
る
。

n

巻
十
六

(
『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
昭
和
三
十
六
年
五
月

P

・
81
)

12

新

日
本
古
典
文
学
大
系
本

に
よ

る

(
P

・
13
)
。

13

法
然

の
初
期
浄
土
宗
教
団

に
よ

る
造
像
活
動
が
、
明
遍

や
重
源

の
グ

ル

ー
プ
と
同
様

に
快
慶
工
房

で
行
な
わ
れ
た

こ
と

は
、
中
世

の
宗
教
的
文
化

圏

の
考
察
す
る
上

で
今
後
新

た
な
視
点
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
拙
稿

「
西
山

護
空
上
人
に
お
け
る
造
像

の
研

究

(
I
)
―

大
念
寺
阿
弥
陀
如
来
立
豫
像

内
納

入
品

を

中

心

に
―

」
(
『
西
山
学
会
年
報

』
第

2
号

平
成
四
年
六

月
)

参
照
。

(
一
九
九
三
年
度
(財)

ト
ヨ
タ
財
団

・
助
成
研
究
)

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

ひ
じ

り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
共
同
体
、
貞
暁
、

快
慶
、

寺
領

荘
園

の
解
体

(国
立
総
合
研
究
大
学
院
大
学
院
生
)

679


